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綸文審査の結果の要旨

                                    

■■■■ ■■

この研究では、大腸がん患者の免疫応答における組織常在記憶T細胞(Trm細胞）の役割に焦点を当てている。 
Trm細胞は、がんの増殖と転移を抑制する役割を果たし、さまざまな種類のがん（肺がん、悪性黒色腫など）にお 
いて良好な治療結果と関連していることが報告されているが、すべてのTrm細胞ががん細胞に反応するわけではな 
く、がん免疫におけるTrm細胞の役割を理解するためには、がん特異的なTrm細胞の特定と特性評価が必要であると 
している。

まず、大腸がん患者のTrm紅胞と予後との関連を示し、さらにがん特異的なTrm細胞の特性をシングルセルレベル 
で解析している。その後、がん特異的なTrm細胞のマ ー カ ー として、Zinc finger protein 683 (ZNF683)に注目 
した。ZNF683+Trm細胞は、T細胞受容体(TCR)シグナルに関連する遺伝子セット、細胞障害性サイトカインや免疫
チェックポイント分子の発現が高いことが明らかとなり、ZNF683+Trm細胞ががん綿胞に対する抗腫瘍効果に寄与し 
ている可能性が示唆された。

よっ ＇て、本研究結果は、学位の授与に値すると考えられる。




